
ふしぎ  その ⑯「らせん道路のある椿街道が　馬籠ー坂下間にできましたが、　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なぜ椿街道というの？」

↓
小椋武蔵さん

↓

↓
次はあなた…？

 尾関黛佳さん（神坂）

ふしぎ その ⑯「らせん道路のある椿街道が馬籠—坂下間にできましたが、

　　　　　　　　                                         なぜ椿街道というの？」

私
の
体
験

中学３年生

 尾
お ぜ き

関　黛
ま ゆ か

佳さん
【 神坂 】

私
は
中
学
１
年
生
の
時
、『
謎
解
き
は
デ
ィ
ナ
ー
の
あ
と
で
』
の
影
響
で
推

理
小
説
が
す
ご
く
好
き
で
し
た
。

あ
る
日
、
私
と
同
じ
よ
う
に
推
理
小
説
が
好
き
な
人
に
す
す
め
ら
れ
て
『
ビ

ブ
リ
ア
古
書
堂
の
事
件
手
帖
』
を
読
み
ま
し
た
。
今
ま
で
読
ん
だ
推
理
小
説
と

は
違
い
、
本
の
中
に
た
く
さ
ん
の
本
が
出
て
く
る
こ
と
に
す
ご
く
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
中
で
も
、
４
巻
に
出
て
き
た
『
江
戸
川
乱
歩
全
集
』
は
全
く
知
ら
な

い
本
で
し
た
。
私
は
、
４
巻
を
読
み
終
わ
っ
た
ら
、
早
く
読
ん
で
み
た
い
と
感

じ
ま
し
た
。

私
は
、
こ
の
よ
う
に
本
を
通
し
て
、
今
ま
で
読
ん
だ
こ
と
の
な
い
本
に
出
会

う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
体
験
し
、
も
っ
と
多
く
の
本
を
読
み
た
い
と

改
め
て
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。『
ビ
ブ
リ
ア
古
書
堂
の
事
件
手
帖
』
に

巡
り
会
わ
せ
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

＊
『
謎
解
き
は
デ
ィ
ナ
ー
の
あ
と
で
』
東
川
篤
也　

小
学
館

＊
『
ビ
ブ
リ
ア
古
書
堂
の
事
件
手
帖
』
三
上
延　

東
京
K
A
D
O
K
A
W
A

「アイ らぶ 図書館」

は図書館や読書活動

に関するたくさんの

「愛」をペンリレーで

掲載しています。

募集中！ 次
回
の
ふ
し
ぎ
は
…

　「
加
子
母
の
な
め
く
じ
祭
り
っ
て
ど
う
い
う
お
祭
り
？
」

〒 508-0041　中津川市本町 2-3-25
☎ : (0573)66-1308　FAX : (0573)66-6256
ホームページ : http://nlib.jp/
メールアドレス：library@city.nakatsugawa.gifu.jp
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右
の
ふ
し
ぎ
に
つ
い
て

250
文
字
程
度
で
調
査
を
し
た
も
の
を
ど
し
ど
し
ご
投
稿
く
だ

さ
い
！
メ
ー
ル
で
の
ご
投
稿
も
大
歓
迎
で
す
。
下
記
ア
ド
レ
ス
ま
で
ご
投
稿
く
だ
さ

い
。
※ 

お
た
よ
り
の
最
後
に
、
使
っ
た
資
料
の
名
前
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

１１月２９日 (日 )は としょかんまつり！

特 

集

い
ち
か
わ
あ
つ
き
さ
ん
特
集
！

第４回なかつがわ図書館まつりを開催します！

 ▲夏休みイベント『科学実験教室と一研究お助け相談所』

　学校の元先生による一研究の相談所と科学実験教室を開催。

　実験にみんな興味津々！相談所でもじっくり相談にのって

　もらいました。

です。

今
回
は
、
磯
村
洋
一 

さ
ん
か
ら

　
　
お
た
よ
り
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　

神
坂
在
の
私
は
、
昨
年
秋
開
通
し
た
、

こ
れ
ぞ
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
と
言
え
る
景
色
の

素
晴
ら
し
い
「
椿
街
道
」
を
良
く
利
用
し

ま
す
。
長
い
ト
ン
ネ
ル
を
過
ぎ
る
と
、
こ

の
印
象
的
な
ル
ー
プ
ロ
ー
ド
が
現
れ
、
く

る
く
る
と
回
っ
て
下
る
と
、
眼
下
に
坂
下

の
町
が
一
望
で
き
ま
す
。

　

旧
山
口
村
の
木
が
椿
と
い
う
こ
と
で
、

こ
の
名
が
つ
い
た
と
聞
き
ま
す
。
街
道
筋

が
、
そ
の
名
の
通
り
、
椿
に
彩
ら
れ
た
中

を
、
走
り
抜
け
る
日
を
待
っ
て
い
ま
す
。

　

磯
村
さ
ん
、
お
た
よ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
椿
街
道
は
、
平
成
５
年
に
長
野
県

営
の
農
道
事
業
と
し
て
着
手
さ
れ
た
も
の

が
、
山
口
村
の
合
併
に
よ
り
岐
阜
県
に
引
き

継
が
れ
、
22
年
の
歳
月
を
経
て
平
成
26
年
11

月
13
日
に
全
線
開
通
し
ま
し
た
。

　

旧
山
口
村
は
平
成
10
年
に
、「
新
名
所
と

し
て
親
し
み
や
す
い
名
称
を
」
と
こ
の
県
営

農
道
の
名
称
を
募
集
し
ま
し
た
。

 ▲いちかわあつきさん・松原槇子さん

　様々な方面で活躍されているいちかわあつきさん。

　図書館でもいろいろなイベントに参加していただいています。

　今月号ではそんないちかわさんを特集します！

そ
の
結
果
、
応
募
総
数
137
通
に
の

ぼ
っ
た
中
か
ら
『
ふ
る
さ
と
椿
街

道
』
に
決
定
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

昨
年
盛
大
に
行
わ
れ
た
開
通
記

念
式
典
で
は
、
記
念
と
し
て
岐
阜

県
の
木(

イ
チ
イ)

、
中
津
川
市

の
木(

こ
う
や
ま
き)

、
長
野
県

の
木(

シ
ラ
カ
バ)

と
と
も
に
、

旧
山
口
村
の
木
で
あ
る
椿
が
植
樹

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
椿
街
道
か
ら
の
景
色
を
、
み

な
さ
ん
も
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

監
修
：
山
口
総
合
事
務
所

＊
『
山
口
村
の
植
物
』
奥
原
弘
人

コラボで情報・内容の充実を進めています

調
査隊員



『ひまわりの丘』　　『子子家庭の身代金』　　『神様のボート』　『和楽』

『困ってる人』　　『はい、チーズ』　　『ぬいぐるみおとまりかい』　

中津川市在住の語り家。自作の芝居公演の他、

童話や文学作品などを原文に近い形で語る“ひ

とり語り”というスタイルで活躍中。中津川市

立図書館では奇数月に絵本コーナーでおはなし

会をしてくださる他、夏のイベントや秋に行わ

れる図書館まつりなどでも語りやおはなし会を

してくださっています。

いちかわあつきさん特集！

いちかわあつきさんってどんな人？？

祝☆２０周年

いちかわあつきさんに聞く！インタビュー

Q.　中津川市立図書館について

A.　とっても僕は好きです、中津川の図書館。アットホームな暖かい感じで、気軽に立ち寄れるような

　　気安さがあると思います。図書館というのは、街の顔でありシンボルでもあると思うので、そこを

　　見ると住んでいる人たちのことを知ることができる気がします。

です。

　　第４回なかつがわ図書館まつりを開催します！　　
テーマ：であい 　〜本との出会い、そこからつながる新たな自分との出会い〜

いちかわさんの迫力に

引き込まれる〜！

大人もくぎづけ・・・。

いちかわあつきさん

も参加決定！！

Q.　20周年を迎えられたお気持ちは？

A.　活動を始めた時がちょうど戦後 50 年だったので、あぁ、20 年経ったなという気はします。

　　林
はやしたけじ

竹二著の『教育亡国』を読んで何か自分なりにできることはないかなと思ったのがきっかけ

　　だったので、今は学校などで公演させてもらう機会がめぐってきたということは感慨深いです。

Q.　いちかわさんおすすめの本は？

A.　今の時世では堀
ほ っ た よ し え

田善衛著の『方丈記私記』ですね。これは読まなきゃいけないと思う本です。

　　僕はこれを読んだことによって阪神大震災や東日本大震災も乗り越えられたんだと思う作品です。

　　　　いちかわさんからのお知らせ　　　

　　　	 　　　　　20周年記念口演！『劇車銀河鐵道　いちかわあつき　ひとり語りの夜』

　　　　　☆ 11月 14日 ( 土 ) 午後 7時〜　　中山道ひし屋資料館にて　

　　　　　　　　　　＜演目＞おはじき　宮川ひろ作　　なんばんきつねつき　さねとうあきら作

　　　　　　　　　　　　　　お問い合わせ：いちかわさん　090-7025-0038　

まだまだたくさんのイベントを企画中です！ご家族みなさんでご参加下さい。
お楽しみに♪

い
ち
か
わ
さ
ん
舞
台
で
七
変
化
。

全
然
違
う
人
み
た
い
!!

コラボで情報・内容の充実を進めています

常に新しい目標に向かって走り続けるいちかわさん。その瞳はキラキラと輝き、

少年のようでした。そんないちかわさんが今年も図書館まつりに参加してくれます。

ぜひみなさん、この機会にいちかわさんに会いに来てください！

いちかわさんは、学生時代からお芝居にうちこみ、

今では自分で作品を作りいろんな場所で公演して

います。多治見や名古屋でも公演を続けていて、

もちろんファンもいます。20 周年を迎えるとい

うことで、活動を継続していく力は素晴らしいと

思います。年齢的にも油がのっている時だと思う

ので、これからが楽しみです。

11月 29日 ( 日 )　中津川市立図書館・中央公民館にて第４回なかつがわ図書館まつりを開催します。

●イベント内容●

＊ブックコート　＊本カツ ( 古本市 )　＊館内案内ツアー・・・などなど

朗読サークルふぐるま：松原槇子さん
いちか

わさんをよく知る方にうかがいました！

中学生対象の海外研修展示 「いきいきとした人づくり」展示

キャッチコピー：藤原友司さん（中津川工業高校）

2011年公演『石の追憶』

2010年公演『ミ
シンラプソディ』

2009年公演『調べは、アマリリス』

いちかわあつきさんの活躍あれこれ

まずは、市役所の各部門とコラボして、市の活動を身近に知っていただくミニゼミや図書館展示を

行っています。

①がんばる地域サポート事業の活動内容の紹介 (平成２７年４月図書館展示＜市民協働課＞ )

　各グループの活動内容、特に町おこしのためのグループ連携活動などを紹介しました。

②文化スポーツ部特集 (平成 27 年 9月図書館展示 )

　著名アスリートによる講演会と効果、中学生対象の海外研修、公共施設における

　再生可能エネルギーの導入状況などを紹介しました。

幼稚園・保育園で
の読み聞かせ


